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【巻頭言】 
地域統計データ収集のヒント 
政経学部 山田茂 
 
 
 客観的な根拠を示して自分の見解・意見を主張しなけ
ればならない機会が増えている。小稿では論文・レポート
などを作成するための地域統計データを収集する際のヒ
ントを紹介したい。 
 統計データは、その作成方法から調査統計・業務統計
に大きく分けられ、このうち調査統計は膨大な経費の支出
と調査客体の協力を必要とする実地調査から作成されて
いる。全国を対象とする調査統計の大半は標本調査による
ものであるため、都道府県・市区町村のような個別地域に
限定した集計結果の公表は少ない。特に市区町村に限定
した集計の公表は、国勢調査・経済センサスなどごく一部
である。 
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【巻頭言】 
地域統計データ収集のヒント 
 
 
各種の中央官庁による業務統計は各官庁の
活動の副産物として作成されるため、比較的早
期に公表されている。しかし、取り上げられて
いる内容は、その官庁の活動に直接関連したも
のに限定されている。 
個別自治体が管轄地域を対象に独自に作成
している業務統計・調査統計もそれぞれの自
治体が公表している。ただし、自治体の規模が
小さいほど独自の作成は少なく、特に調査統計
の作成は都道府県と中規模以上の都市にほぼ
限られている。 
これらの統計の作成結果の大半は、2000 年
ころからインターネット上でも、中央省庁、自治
体の順に公表されるようになった。しかし、小
規模な自治体では、『○○市統計書』のような
さまざまな分野の統計を要約した統計書に掲
載された個別統計の概要だけを再録している
場合が多い。 
他方、印刷報告書の形態でしか公表されて
いない場合や詳細なデータが必要な場合には、
各自治体に直接問い合わせるか、過去に公表
された報告書を参照するほかはない。報告書を
利用する場合には、各自治体の図書館などが
所蔵するものを利用することになる（個別自治
体の統計報告書が国会図書館に所蔵されてい
る場合は少ない）。報告書を発行した個別自治
体の図書館のほか所在都道府県立図書館にも
所蔵されていることが多い。最近では、一部の
県を除き、各都道府県立図書館のサイトには、
市区町村図書館の所蔵資料を一括検索できる
サービスが提供されている。時間に余裕がない
ときや複数の市区町村について関連資料の所
蔵を確認したいときには、まず都道府県立図書
館の所蔵資料を検索するとよい。 
ほとんどの自治体の図書館には地域資料
室・郷土コーナーなどが以前から設けられてお
り、関連資料が集中的に配架されている。実際
に足を運んで、資料の背表紙を眺めると、書名
をキーワードにした検索では気付かなかった資
料を発見できることもある。「統計」「調査」な
どの用語を含まないタイトルの報告書も多く、キ
ーワードの選択には注意が必要である。また、
各自治体の統計主管課の相談窓口や資料室で
閲覧できる資料は、自治体の規模が大きいほ
ど充実している。 
このほか都道府県などが設けている公文書
館・総合資料館・情報公開担当部門の資料室に
は地域統計データ関連の資料が所蔵されてい
る場合があり、意外な収穫が得られることがあ
る。東京周辺の例をあげると、都民情報ルーム
（都庁内）・日比谷公園内の市政専門図書館、
神奈川県（横浜市旭区）・千葉県の公文書館（千
葉市中央区）などには、地域内の各自治体の
統計書が多数所蔵されている。図書館以外の
施設は一般に平日だけの開館が多く、開館時
間も比較的短い場合が多い。公共図書館の休
館日は月曜日が多いが、整理のために休館す
る場合もあり、事前にインターネットなどで調べ
ておく必要がある。 
なお、筆者の個人ページ 
（ http://homepage.kokushikan.ac.jp/ecyamada/）に
関連サイトへのリンク集を用意しているので、利
用していただければ幸いである。 
（やまだ しげる）
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数年間懸けた学術・情報関連部局の組織統合が決まった。平成 24 年度から「情報科学センタ
ー」「情報基盤センター」「附属図書館」が「図書館・情報メディアセンター」として一つの組織
になる。既設各機関の本学における歴史的意義については、それぞれにおいて別の機会に総括さ
れるであろう。そこで、図書館が情報資源の統合に一役買った経緯について、関連の学修・教育
に係る現代的役割、私学の社会貢献等の視点から述べておきたい。 
 学術情報サービスの役割は①学術及び知的資源の提供、②学修への知的刺激、③知的生産性
向上への寄与である。 
ご周知の通り本学図書館の蔵書数はわずか 84万冊、雑誌タイトル数約 8,500種、記事検索やデ
ータベースなどのデジタル資料などは年間数十万アクセスに過ぎない。直裁に言えば低調である。
しかし、この向上に対する課題解決法は年間約 3 億円強の図書資料費の増額しかない。つまり、
大学のポリシーに依存する。向後 40年以内に、
最盛期 204万人あった入学適齢人口が 70万人
台に減少する。現在の本法人の人件費にも届
かない収入になることは避けられない。どのよ
うな政策課題であろうとも、予算増を伴うポリシ
ーを期待する時局ではないことは自明である。 
また、学習意欲向上、モチベーションに係る
知的刺激という点では各機関とも、オープン研
修会・講演会等の開催、ラーニングコモンズや
自習教室など場所的・時間的またはアメニティ
という見地から寛容なスペースや支援スタッフ
などが僅かながら整備されている。だが、デジ
タルの隆盛によるユビキタス感覚のユーザを
満足させられるか否かは心許ない。 
 
組織統合と ICT環境のクラウド化がもたらすもの 
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学府における知的生産の対象は、主は学術論文であろうが、eラーニングコンテンツや学習補助
教材、学修・研究・倶楽部など学園内諸活動報告コンテンツ、特に動画が組み込まれた訴求力の
高いマルチメディアコンテンツ等々である。これらの質的・量的生産性が大学の評価を左右するこ
とは謂うに及ばないが、近年これへの影響が大きいのがデジタルの知的資源、そして ICT環境に
依存するコミュニティの知的刺激である。浅学にして欧米諸外国のことは、十カ所程度の大学や地
域しか足を運んでいないが、ネットワークの整備でロースクールでさえ既に大学のデータベース
等学術情報資源にアクセスする環境にあった地域や大学の知的生産性は極めて高い。本などの印
刷資料の多寡は顕著な生産性の差に繋がらなかったが、米欧とデジタル学術資料の物量的差が大
きく開いた近年、知的生産性には同じ傾向が認められる。スタンフォード大のキャンパスでは、iPhone、
iPadのアプリケーション開発が、既に学生間で流行っていて、Appleの APPストアに登録して面白さ
や役立ち度が仲間内で競い合っている。例え東大と雖も見受けられない光景を寂しく思うのは筆者
だけではあるまい。 
このソリューションを見つけ、追いつくことは、一つの大学や図書館では最早、経験的にも資金
的にも難しい。ネットワークで結ばれた図書館や大学が集合体として、恰も一つの大学の学術資
源として機能するような資源共有を図ることのほか無いと考えるのである。 
学内外でこうした相乗効果を狙って実体的な高度情報化環境を築き、ユビキタスに学術情報資源
を提供し、競争原理によって学界を刺激する。組織統合とクラウド化がもたらす本当の価値は、独
り国士舘のものではない。格差を縮めるための社会教育基盤再構築であり、この輪を広げることで
見えてくる可能性である。いわゆる、本学が仕掛ける社会貢献である。 
 
どうやら、大方のご理解と多大なご支援・ご協力によって、この壮大な本学図書館のプランが緒
についたと思われる。本年度を以てこの職を辞する寂しさを抱きつつ、これより遙か大きな深謝の
念にあることを申し添え、関係方々には心より御礼申し上げたい。 
２ ０ １ ２ ．２ ．吉日 
事務部長 植田 英範 
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第 9回選書ツアーを実施しました！ 
 
2011年 11月 19日（土）に図書館恒例行事の 
選書ツアー（通算第 9回目）を紀伊國屋書店新 
宿本店にて実施しました。今回も募集開始から 
数日で募集定員を満たしてしまいました。選書 
ツアーと学生のニーズとがマッチしてきたので 
しょうか？ 
ツアー前日に事前説明会（学生座談会）を行 
い、7 名の学生が参加しました。昼休みでの短 
い時間でしたが、参加者は、ツアーへの思いや 
意気込み、選書したい本、他の学生への推薦書 
籍から図書館への要望など意見交換し、今回も 
終了時間を告げるのを躊躇わされる様な活気の 
ある会となりました。 
ツアー当日、学生バイヤーは、店内を 1階か 
ら 8階まで巡って、楽しそうに、また真剣な眼 
差しで、本を手にとって選書していました。学 
生達は、ベストセラー書籍やお勧めの本、また、 
専攻する分野の専門書まで、多種多様の書籍を 
「思い残すことがない」程選ぶことができたよ 
うです。終了後には、選書ツアー参加仲間で食 
事会？に繰り出した学生達もいました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★学生バイヤーによる選書図書は、中央図書館、 
鶴川図書館の新着図書コーナー等に展示してい 
ます。皆様のご利用をお待ちしています！ 
        （第 1司書課 郡司博之） 
☆学生バイヤー選書図書リスト(抜粋)☆ 
「キュア」田口ランディ 
「日米同盟とは何か」北岡伸一 
「尐女不十分」西尾維新 
「人生がときめく片づけの魔法」近藤麻理恵 
「死者は地上に」金石範 
「発達障害に気づかない大人たち」星野仁彦 
「図説英国メイドの日常」村上リコ 
「超訳ブッダの言葉」小池龍之介 
「エンジニアのための時間管理術」 
ト－マス・Ａ．リモンチェリ：クイ－プ 
「ロ－カル線：なつかしくて、あたたかい 
風景」遠藤純 
「田中博史のおいしい算数授業レシピ」 
田中博史 
「新 TOEICテスト 800点と仕事で使える 
英語力を同時に手に入れる」早川幸治 
「近代中国思想の生成」汪暉：石井剛 
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中央図書館 1 階入口と閲覧カウンターの間のスペースで、「一言千金の言葉たち」の掲示
が始まりました。このコーナーは 2 週間に 1 人のペースで、各界の偉人の名言を、館内に
ある彼らの著作や関連する図書と共に紹介しています。 
昨年末から内容の検討と掲示物の作成が始まり、1 月 16 日に第 1 回を掲示、2 月 15 日現
在までに阪急電鉄創業者・小林一三、渋沢財閥創始者・渋沢栄一、日清食品創業者・安藤
百福の 3 人を取り上げています。 
多くの人の目に触れるようにと、ホワイトボードのフレームからはみ出すほどにタイト
ルを貼り、各人に関する多数の蔵書を紹介しています。普段あまり手にとられない図書の
情報が利用者の元へ届くようにと、様々な工夫を施しました。 
今後も、海外の経営者や思想家など多種多様な人物が発した一言千金の言葉を紹介して
いく予定です。4 月から入学する学生たちが図書館で様々な図書に巡り会い、座右の銘を見
つけるきっかけとなれば幸いです。          “人生に勇気を！” 
                          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1/30 に掲示した渋沢栄一の言葉                      （第 1 司書課） 
 
 
 
 
           掲示物の様子 
上から、タイトル、名言、図書の紹介 
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 平成 23 年 11 月～12 月の 2 ヶ月間、中央図書館 1 階にて企画展示「人気作家作品特集」
を行いました。 
 中央図書館で特に貸出回数の多い作家 3 人（有川浩・伊坂幸太郎・西尾維新）の著作を
まとめて展示し、併せて作家別の貸出回数ランキングのデータもお知らせするという内容
でした。 
普段、該当作家の作品を読まないというような方も含めた、利用者全体に向けた蔵書の
紹介に加えて、図書館の統計データの一部も見ていただけた点は、図書館への興味喚起と
して有意義だったのではないかと思います。 
今後も、利用者の皆様により図書館に興味を持っていただけるような展示を行っていき
たいと考えております。 
   （第 1司書課 鞭馬裕次郎） 
 
 
  
図書館の統計データより 
作家別の貸出回数ランキングも 
お知らせしました 
★案内用ポスター 
  
8 国士舘大学附属図書館報 松陰 Show-in Vol.27 2012/3/12 
 
 
 
 
 
平成 23 年 12 月 20 日に中央図書館（グループスタディ室Ａ）にて、「―尐人数向けガイ
ダンス―あなたらしいレポートを書くためのコツ」を実施いたしました。 
 このガイダンスは、尐人数のため気負わずに参加できるガイダンスとして好評をいただ
き、一昨年末に続き第 2 弾の開催となりました。 
 「授業でレポート課題が提出された」という設定からスタートし、レポート作成の流れ
を追いながら、手順ごとのコツを整理し、実際に館内を巡りながら施設の活用術やレポー
ト内容にぴったりの情報検索方法を「体感」していただけるプログラムになっています。 
 尐人数ならではの和やかな雰囲気も手伝い、今回も終始積極的な応答が交わされました。
なかでも、新聞縮刷版や雑誌記事の検索方法の紹介場面では、「初めて知った。今後の課題
に役立ちそうだ」と目を輝かせる参加者の様子が印象的でした。 
 本ガイダンスはプログラム内容を向上させて、今後も開催させていただく予定です。 
（第 1 司書課  河原井一紗） 
  
 
 
 
 
 
 
 
当日のプログラム 
（配布資料より抜粋） 
 
手順 1  課題が提示される 
手順 2  課題図書を手に入れる 
手順 3  問題文で問われていることを 
明確化する 
手順 4  課題図書を読む 
手順 5  情報検索をする 
情報検索ステップ 1 
（新聞縮刷版・データベース） 
情報検索ステップ 2 
雑誌記事検索（「Magazine Plus」） 
手順 6  書いてみる 
手順 7  内容を磨く 
 
★… レポートの書き方 
 オススメ本リスト …★ 
★… 本日のまとめ …★ 
 
 
 
 
ガイダンス風景 
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ライブラリサポーターを始めました  
              
りひとりに合った適切なアドバイスをするよう心がけ、先輩としてあたたかい接遇を常に
意識して利用者の皆様に接していただきました。 
期間は、6 月 6 日から 7 月 29 日までと 9 月 16 日から 12 月 22 日までの月曜日から金曜
日まで週 5 日、図書館利用者が一番多い 14 時から 19 時の間、中央図書館１階に常駐して 
いただきました。 
 
     
 
人選につきましては、ライブラリサポーター制度がはじめてのことでしたので、大学院
の先生に候補者を推薦していただいた優秀な大学院生にお願いしましたが、修士課程の 2
年生のために、自分自身の論文作成や、就職活動、資格取得試験などで、勤務にあたるこ
とができない日々もありました。また、大学院生自身も図書館を充分に使いこなしておら
ず、職員によるレクチュアを受けてはじめて知ることも多かったようでした。このように
反省点も多く見受けられましたが、利用者からは「本を見つけてもらった」「データベース
の使い方がわかった」など好評の声もいただいておりますので、改善すべきところは改善
して、今後も利用者のより細やかなサポートにあたりたいと思っております。 
（第１司書課 木下幸子） 
初めての試みとして、大学院生によるライ
ブラリサポーター制度を 2011 年度から開始
しました。 
 レポートを書くための資料の探し方をサ
ポートし、レポートの書き方についてアドバ
イスしたり、また社会人となっても役立つよ
うな情報収集の方法や保存についてもひと
 
ひとりひとりの質問や相談に親身になって 
アドバイスするために、 
月曜日：法学分野 
火曜日：政治学分野 
水曜日：理工学分野 
木曜日：経営学・経済学分野 
金曜日：人文科学分野 
と専門分野の曜日を決めて常駐していただき
ました。 
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ＩＴとは言わずもがな “information technology” の略語です。それを日本語に訳せば “情報技
術”。 
図書館でもこの 15 年ほどの間に、まさにＩＴ化が進み自館蔵書の検索のみならず、インターネッ
トを介して必要な情報が目の前のコンピューターから簡単に呼び出せる世界になりました。 
するといつの頃か、いずれ図書館はなくなる、あるいは無用の長物になるということを公言する人
を見聞きするようになりました。つまり活字情報はすべて電子化され“本”などなくなる、ネット上
からどんな情報も得ることができる、したがって図書館は不要になるという論法です。 
実際にネット上流通している情報を文字、数字、記号などの単なる物理量としてみれば、それは世
界中の図書館が集積しているものより膨大です。それだけ見れば魅力的な情報の集合体ですが、実際
の中身は無秩序で混沌とした世界です。巨大化するばかりでそれらの持つ意味を理解することなど世
界の誰にもできません。 
さらに私たちはそれらの意味や意図を、正確に測定し検索する道具を持っていません。キーボード
は打出の小槌だ、Google 全てが考えてくれている、などというのは幻想にすぎません。 
ところが実際には某かの言葉を打ち込めば、某かの情報がヒットしてしまいます。しかしそれらは
単なる情報であって「知」ではありません。私たちは検索方法をどんなに工夫しても、出てくるのは
単なる情報の集合体にすぎないことを気づいているでしょうか。 
ここに前述の論法「図書館は不要」になるかどうかの鍵があります。確かに「本」を貯めているだ
けの書庫のような図書館は不要になるでしょう。 
本来、図書館はカオスのような情報の海から、「知」を見出す力を持っています。それは図書館員
の人知という、実にアナログでいかにもＩＴ技術者は評価しそうもない能力から生まれます。 
 大学図書館はネット情報を選択し、さらに活字情報（書籍、雑誌）、データベースを横断して利用
者を回答へ導くことが本来の職務でもあります。その能力はＩＴ化が進めば進むほどより重要になる
と思います。図書館がＩＴ環境を整備するのは手段としてのその機能を強化するためです。ＩＴ環境
の整備とは、館内にＰＣやスキャナーの隊列を鎮座させれば終了ではないのです。 
その昔「図書館にコンピューターはそぐわない」という意見がありました。今とは正反対ですが、
実は両極端に見えて表裏一体のこと。ＩＴ、人知双方ともへの無理解から生じたことです。 
それらをより理解し利点欠点を知り、融合させた環境を造ることが図書館の機能をより充実させる
ことに繋がると思います。 
（第 1 司書課 笹岡文雄）
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鶴川図書館展示コーナーから 
鶴川図書館から現在展示中の資料のご案内です 
 
        【特別展示】 
  
 東日本大震災から一年、大震災・福島第一原子力発電所の事故を中心とした資料
を集めました。ブックリストもご用意していますので、ぜひごらんください。 
 
 『笑う、避難所 石巻・明友館 136 人
の記録』頓所直人著（集英社新書 0626N） 
 『「フクシマ」論 原子力ムラはなぜ生ま
れたのか』開沼博著（539.091//Ka 21） 
 『災害ボランティア・ブック  週末は東
北へ』平凡社編（実用書コーナー） 
 『６枚の壁新聞 石巻日日新聞・東日本
大震災後７日間の記録』石巻日日新聞社
編（幻冬舎新書 221）    ……他 
 
【通常テーマ展示】 
読書のヒント！ 
今まで知らなかった新しい本に出会うためのお手伝いができる資料を集めました。 
 『自分を育てる読書のために』脇明子, 小幡章子著（019.2//W 31） 
 『大学新入生に薦める 101 冊の本』広島大学総合科学部 101 冊の本プロジ
ェクト編（019.9//D 16） 
 『水曜日は狐の書評 日刊ゲンダイ匿名コラム』狐著（ちくま文庫 き-19-1） 
                                ……他 
 
 
 
  
この他にもスタッフおすすめの資料を 
POP 付で紹介しています。 
鶴川図書館入館ゲート正面の展示コーナーに 
足を止めてみてくださいね！ 
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◆新着！おすすめ！図書・視聴覚資料（DVD）◆ 
 
●「カモメになったペンギン」 【図書館第 1 司書課長推薦】 
ジョン・P.コッター, ホルガー・ラスゲバー著  ; 藤原和博訳 ; 野村辰寿絵 
資料 ID：12034447    所蔵館：中央図書館 
 
●「蛇にピアス」 【政経学部学生推薦】 
  金原ひとみ著  資料 ID：12039879    所蔵館：中央図書館  
 
●「巨大地震・巨大津波：東日本大震災の検証」 
平田直 [ほか] 著 請求記号：453.212||Ky 2   所蔵館：中央図書館  
 
●「世界遺産データ・ブック 2012 年版」世界遺産総合研究センター編 
請求記号：709.05||Se 22||2012   所蔵館：鶴川図書館  
 
●「振り回されないメール術：状況を改善する「適切な書き方」」ブルーバックス B-1755 
田村仁著    資料 ID：11017488   所蔵館：多摩図書館  
 
「就職活動」視聴覚資料（DVD） 【キャリア形成支援センター推薦】 
●「そのバイト語はやめなさい！正しいビジネスの話し方」（日本経済新聞出版社）  
収録時間：40 分 請求記号：DVD||336.49 所蔵館：中央、鶴川、多摩図書館  
 
●「働くということ：フリーターについて考える」（NHK エンタープライズ）  
収録時間：28 分 請求記号：DVD||366.8  所蔵館：中央図書館、鶴川図書館  
 
●「これだけは知っておきたい！採用面接のポイント」（日本経済新聞出版社）  
収録時間：160 分 請求記号：DVD||377.9  所蔵館：中央、鶴川、多摩図書館  
 
●「インターンシップ」（日本経済新聞出版社）収録時間：45 分 
請求記号：DVD||377.9  所蔵館：中央図書館 
 
●「あしたをつかめ 平成若者仕事図鑑」（NHK エンタープライズ）  
学校司書、消防官、声優、プログラマー、救急救命士他（収録時間各 25 分） 
OPAC で「あしたをつかめ」で検索！  
 
◆就活関連の資料は他にもありますので、レファレンスカウンターまでお問い合せ下さい。  
また、「就職活動」で困ったときは、一人で悩まずキャリア形成支援センターへ行こう！  
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お知らせ 
■春季休暇期間中の貸出し 
◇受付期間 
学部生     平成 24年 1月 23日（月）～3月 24日（土） 
大学院生    平成 24年 1月 23日（月）～3月 8日（木） 
 
◇返却期限 
平成 24年 4月 9日（月） 
※ただし、卒業・修了年度生は、平成 24年 2月 25日（土）とします。 
 
◇貸出冊数 
学部生   10冊（ただし卒業年度生は 5冊） 
大学院生 20冊（ただし修了年度生は 10冊） 
 
 
◇開館については図書館ホームページ（開館カレンダー）を確認してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
例年より遅く梅の花もようやく咲き始めましたね。３月、この季節がやってくるとな
んとなくわくわくしませんか。春への期待、卒業、入学という変化に対しての期待。
何度巡ってきても気持ちが浮き立ちます。図書館員も次年度に向けて何をしよう
かとあれこれ考えています。これからも何があるのか図書館から目が離せません
よ。（Y） 
